
市災害対策本部会議の様子

ひ
た
ち
な
か
市
の
災
害
対
応

第
2
編

○
地
震
発
生
直
後
の
市
の
対
応

市
は
地
震
直
後
、
直
ち
に
、
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、沿
岸
部
に
避
難
指
示
を
発
令
し
ま
し
た
。

同
時
に
市
内
全
て
の
指
定
避
難
所
の
開
設
を
決
定

し
て
、
職
員
や
資
機
材
を
配
備
す
る
な
ど
の
対
応

に
あ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
津
波
警
報
発
表
に
伴
い
、
Ｊ

－Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
（
ジ
ェ
イ　

ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
））
が
起
動
し
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
津
波
警

報
発
表
の
自
動
放
送
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
市
職
員
も
避
難
指
示
を
は
じ
め
と
す
る
災
害

情
報
を
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
伝
達
し
ま
し
た
。

地震直後の市の初動対応
3月11日
午後2時46分

地震発生（市内全域で停電、断水、一般電話・携帯電話が不通）
J-ALERTによる防災行政無線放送（震度速報）
災害対策本部設置（本部設置基準により自動設置）

午後2時49分 J-ALERTによる防災行政無線放送（津波警報発表）
午後3時 ひたちなか市災害対策本部会議を開催

避難指示の発令、市内全ての指定避難所の開設を決定
※避難所毎に2名から3名の職員を配置
※避難所への備蓄物資の配送指示

午後3時08分 防災行政無線放送（避難指示の発令）
午後3時10分 消防本部および消防団による沿岸広報
午後3時14分 J-ALERTによる防災行政無線放送（大津波警報発表）

※以降、避難指示、大津波警報発表の放送を繰り返し実施。
午後4時08分 東消防署員により新川水門、栄町水門閉鎖

市職員の災害対応従事人数
期間 従事職員数 主に従事した担当職員

災害対策本部運営 ※ 1　発災日以降 	 35 人／日 災害対策本部員、本部付職員、生活安全課
指定避難所運営 27日間 延べ	 1,866 人 全庁体制により職員を派遣
備蓄・救援物資搬送 27日間 延べ	 1,107 人 農政課、商工振興課、観光振興課
応急給水活動 16日間 延べ	 426 人 水道事業所等
上水道復旧作業 17日間 延べ	 235 人 水道事業所等
被災現場応急対応 1週間応急対応 延べ	 1,204 人 建設部、都市整備部
被災建築物応急危険度判定 19日間 延べ	 190 人 建設部、都市整備部
仮置場での災害ごみ受入れ 11日間 延べ	 168 人 廃棄物対策課、環境保全課
乳児ミルク用ペットボトル水配布 11日間 延べ	 66 人 福祉部
津波浸水地域の消毒作業 15日間 延べ	 60 人 福祉部
市民からの電話対応 1ヶ月間 延べ	 420 人 管財課、市民活動課、女性生活課、生活安全課
災害ボランティア受付等対応 2ヶ月間 延べ	 126 人 市民活動課
家屋損壊調査 1年 10ヶ月間 延べ	 1,290 人 資産税課、全庁体制により職員を派遣
り災証明書発行 ※ 2の期間 延べ	 516 人 市民課、市民生活部等
被災証明書発行 ※ 3の期間 延べ	 132 人 市民課、市民生活部等

※1　災害対策本部会議は、平成25年2月末現在においても継続中。
※2　平成23年3月22日から5月13日までの43日間。り災証明書発行業務は、平成25年2月末現在においても継続中。
※3　平成23年6月16日から7月1日の14日間。被災証明書発行業務は、平成25年2月末現在においても継続中。
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避難所の様子（那珂湊二小体育館）

避難所の様子

避難所の様子（大島コミュニティセンター）

○
避
難
所
の
状
況

市
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
や
公
民
館
等

の
64
カ
所
の
公
共
施
設
を
避
難
所
と
し
て
位

置
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
天
井
や
照
明
器
具

等
の
落
下
、
壁
面
の
亀
裂
、
窓
ガ
ラ
ス
の
破

損
等
に
よ
り
、
開
設
で
き
な
い
避
難
所
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
各
地
域
の
自
治
会
で
は
、

14
カ
所
の
集
会
所
を
避
難
所
と
し
て
開
放

し
、
避
難
者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
3
月
12

日
午
前
2
時
に
は
68
カ
所
の
施
設
で
最
大
避

難
者
9
、5
3
9
人
を
収
容
し
ま
し
た
。

避
難
者
の
中
に
は
、
家
屋
が
全
壊
し
自
宅

で
の
生
活
が
で
き
な
く
な
っ
た
方
も
い
た
た

め
、
避
難
所
の
開
設
期
間
が
長
期
化
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
は
、

避
難
者
へ
市
営
住
宅
等
の
入
居
あ
っ
旋
を
し

て
、
順
次
避
難
所
の
統
合
を
行
い
、
4
月
6

日
に
は
全
て
の
避
難
所
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

避難所および避難者数の推移
平成23年 避難所数 避難者数

3月11日（金） 68 9,326

3月12日（土） 68 9,539

3月13日（日） 60 7,088

3月14日（月） 24 1,292

3月15日（火） 19 828

3月16日（水） 16 714

3月17日（木） 14 556

3月18日（金） 13 232

3月19日（土） 12 232

3月20日（日） 4 135

3月21日（月） 4 114

3月22日（火） 4 102

3月23日（水） 4 104

3月24日（木） 4 100

3月25日（金） 4 99

3月26日（土） 4 92

3月27日（日） 4 84

3月28日（月） 4 77

3月29日（火） 4 70

3月30日（水） 2 59

3月31日（木） 2 44

	 4月	 1日（金） 2 40

	 4月	 2日（土） 2 40

	 4月	 3日（日） 1 25

	 4月	 4日（月） 1 20

	 4月	 5日（火） 1 6

	 4月	 6日（水） 0 0
※各日の最大避難者数を掲載

避難所の開設

平成23年
3月11日～ 4月6日

避難所開設
　指定避難所54施設、集会所等14施設、計68施設
最大避難者数
　3月12日午前2時　9,539人
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3月11日以降の対応

平成23年3月11日 避難指示、指定避難所開設、備蓄物資の避難所への搬送、災害時応援協定事業者から食料調達

3月12日～ 27日 応急給水活動の実施
（市内9中学校ほか）

3月12日～ 23日 市内病院への水の搬送

3月12日～ 17日 災害派遣医療チームDMAT活動
（日本赤十字社からの派遣により、避難所で応急処置等を実施）山梨県チーム、鳥取県チーム

3月12日～ 津波ごみ、砂等の撤去作業実施
（ひたちなか市建設業協同組合の協力）

3月12日～ 仮設トイレを一部の避難所や小学校に設置

3月13日 東北地方太平洋沖地震に係る災害救助法の適用

3月13日～ 4月1日 被災建築物応急危険度判定・被災宅地危険度判定の実施

3月15日～ 5月24日 災害ボランティアの活動
（延べ794人が活動）

3月15日～ 25日 自衛隊等による炊き出し（夕食）
※3月26日以降は、ひたちなか市社会福祉協議会が対応

3月16日 「被災者生活再建支援法の適用」について、茨城県知事より公文書により通知
（支援法適用日は、平成23年3月11日）

3月16日～ 23日 災害時要援護者に非常用給水パックまたはペットボトル水の配布
（自治会、民生委員・児童委員等の協力）

3月16日～ 4月6日 避難所（9施設）に臨時電話設置

3月16日～ 4月21日 倒れかけている塀の撤去（ひたちなか市造園事業協同組合、ひたちなか造園業協会の協力）

3月17日～ 3月23日 休日夜間診療所の臨時開設（ひたちなか市医師会の協力）

3月17日～ 27日 乳児ミルク用ペットボトル水の配布

3月17日～ 27日 災害ごみの受入れ（ひたちなか市建設業協同組合の協力）
（津田運動ひろば、後野運動ひろば、佐野運動ひろば、那珂湊清掃センター、資源リサイクルセ
ンター）
※4月1日から4月30日までは、資源リサイクルセンターのみで対応

3月17日～ 9月30日 義援金受付

3月22日～ り災証明書発行

3月22日～ 4月5日 本庁および那珂湊支所に災害相談窓口設置
※4月6日以降は、各所管課対応

3月22日 市内全ての小・中学校が学校再開
（磯崎小学校は旧那珂湊第二高等学校校舎を使用）

3月23日～ 家屋損壊調査実施

3月23日～ 4月6日 津波浸水地域の消毒作業実施
（海門町1丁目、2丁目、湊本町、東本町、和田町1～ 3丁目、平磯町）

3月24日～ 4月1日 家屋全壊等の被災者向けに市営住宅、民間アパートの入居受付

3月24日 市内全域上水道復旧

3月25日 水道水からの放射性物質検出に備えペットボトル飲料水18,000リットルを確保
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備蓄物資の搬入

自衛隊による炊き出し

支援物資の搬入

○
備
蓄
物
資
の
避
難
所
へ
の

配
送

市
は
、
市
内
8
カ
所
に
備
蓄
し
て
い
た
非
常

食
や
飲
料
水
、
毛
布
を
各
避
難
所
に
配
送
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
全
避
難
所
を
開
設
し
、
避
難
者
が

9
、5
0
0
人
を
超
え
る
事
態
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
備
蓄
物
資
が
不
足
し
、
震
災
当
日
、
備
蓄

物
資
の
配
給
が
十
分
に
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
発
災
当
時
搬
送
し
た
備
蓄
品
）

ア
ル
フ
ァ
ー
米 

…	

2
4
、0
0
0
食

飲
料
水 

…
…
…
…	

4
、5
0
0
リ
ッ
ト
ル

毛
布 

…
…
…
…
…	

2
、2
0
0
枚

便
袋 

…
…
…
…
…	

3
、3
0
0
枚

○
自
治
体
、
災
害
時

応
援
協
定
締
結
事
業

者
等
か
ら
の
食
料
・

資
機
材
の
提
供

震
災
当
時
は
、
姉
妹
都
市
（
那
須

塩
原
市
）
お
よ
び
災
害
時
相
互
応
援

協
定
締
結
都
市
（
千
葉
県
市
川
市
、

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
、
静
岡
県
富
士

市
）
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
外
の
自

治
体
、
ま
た
、
災
害
時
応
援
協
定
を

締
結
し
て
い
る
民
間
事
業
者
か
ら
、

食
料
や
飲
料
水
、
生
活
用
品
等
の
物

資
、
給
水
車
等
の
資
機
材
の
提
供
を

受
け
ま
し
た
。

支
援
物
資
は
、
物
資
搬
送
拠
点
の

市
役
所
現
業
棟
駐
車
場
に
搬
入
さ
れ

た
後
、
避
難
所
に
配
送
し
ま
し
た
。

○�

避
難
者
の
食
料
の

確
保

震
災
当
時
、
食
料
が
不
足
し
た
こ

と
か
ら
、
市
は
、
災
害
時
応
援
協
定

を
締
結
し
て
い
る
市
内
の
9
つ
の
ス
ー

パ
ー
等
に
食
料
の
提
供
を
要
請
し
ま

し
た
。
お
に
ぎ
り
や
菓
子
パ
ン
等
の
食

料
を
調
達
す
る
と
と
も
に
、
茨
城
県

等
に
対
し
物
資
の
提
供
を
要
請
、
ま

食料や資機材を提供していただいた県内自治体
茨城県、水戸市、土浦市、守谷市、河内町、阿見町、
利根町

食料や資機材を提供していただいた県外自治体
（栃木県）那須塩原市、佐野市、鹿沼市、真岡市
（群馬県）	高崎市、沼田市、渋川市、伊勢崎市、藤岡市
（埼玉県）熊谷市
（千葉県）市川市
（神奈川県）茅ヶ崎市、横浜市
（静岡県）富士市、静岡市
（山梨県）甲府市
（新潟県）見附市、長岡市、柏崎市、湯沢町

た
、
市
内
の
自
治
会
に
対
し
防
災
行
政
無
線
を

通
し
て
備
蓄
食
料
の
提
供
を
お
願
い
す
る
な
ど
、

避
難
者
の
食
料
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
内
外
の
事
業
者
や
個
人

か
ら
避
難
者
に
対
し
、
ほ
し
い
も
や
果
物
、
菓

子
等
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
は
、
避
難
所
開
設
の
長
期
化
が
予

想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
炊
き
出
し
に
必
要
な
米

な
ど
を
調
達
し
ま
し
た
。
震
災
後
の
3
月
15
日

か
ら
25
日
ま
で
、
陸
上
自
衛
隊
を
は
じ
め
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
炊
き
出
し
を

行
い
、
避
難
者
に
配
給
し
ま
し
た
。
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応急給水活動（佐野中学校）

宅地内の漏水

○
医
療
機
関
へ
の
給
水
対
応

断
水
の
た
め
、
市
内
の
災
害
時
拠
点
病
院
や

人
工
透
析
施
設
で
は
、
医
療
用
の
水
が
不
足
し

ま
し
た
。
市
は
、
14
の
医
療
機
関
に
水
槽
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
民
間
事
業
所
か
ら
提
供
い

た
だ
い
た
給
水
車
で
、
平
成
23
年
3
月
12
日
か

ら
3
月
23
日
ま
で
に
、
2
5
4
回
に
わ
た
り
、

約
6
8
5
ト
ン
を
給
水
し
ま
し
た
。

○
水
道
料
金
減
免
等
の
対
応

断
水
か
ら
市
内
全
域
へ
の
通
水
完
了
ま
で
に

約
2
週
間
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、
市
は
、
水
道

料
金
の
1
ヶ
月
分
の
基
本
料
金
の
減
免
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
通
水
後
、
各
地
区
に
お
い

て
濁
り
水
や
赤
水
等
が
発
生
し
た
た
め
、
使
用

水
量
か
ら
２
㎥
相
当
分
の
使
用
料
の
減
免
を
実

施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
宅
地
内
給
水
管
等
の

漏
水
修
繕
を
し
た
方
に
対
し
、
修
繕
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
し
た
。

・�

水
道
料
金
の
1
ヶ
月
分
の
基
本
料
金
の

減
免 

… 

実
施
件
数
6
1
、5
4
2
件

・�

使
用
水
量
か
ら
２
㎥
相
当
の
使
用
料
の

減
免 

… 

実
施
件
数
3
6
、4
0
6
件

・�

宅
地
内
給
水
管
等
の
漏
水
修
繕
費
用
の

補
助 

…
… 

実
施
件
数
1
、0
7
5
件

○
応
急
給
水
活
動

市
内
全
域
が
断
水
し
た
こ
と
に
伴
い
、
市

は
、
平
成
23
年
3
月
12
日
か
ら
27
日
ま
で
、

市
内
9
つ
の
中
学
校
等
を
給
水
拠
点
と
し
て
、

応
急
給
水
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

応
急
給
水
活
動
に
は
、
水
道
事
業
所
の
給

水
車
の
ほ
か
、
茨
城
県
や
県
内
外
の
市
町
の

給
水
車
を
借
用
し
、
陸
上
自
衛
隊
や
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得
て
、
各
給
水
拠

点
で
の
応
急
給
水
活
動
や
給
水
パ
ッ
ク
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。

○
乳
児
ミ
ル
ク
用

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
の
配
布

断
水
が
長
期
間
に
お
よ
び
断
水
解
消
後
も

赤
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
市
は
、
そ
の
対
策

と
し
て
平
成
23
年
3
月
17
日
か
ら
27
日
ま
で
、

生
涯
保
健
セ
ン
タ
ー
（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
セ
ン

タ
ー
）
お
よ
び
那
珂
湊
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

で
、
1
歳
6
ヶ
月
未
満
の
乳
児
を
対
象
と
し

て
、
1
人
あ
た
り
6
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
水
を
配
布
し
ま
し
た
。

配
布
実
績 

…
…
… 	

延
べ
5
、3
9
3
人

生
涯
保
健
セ
ン
タ
ー 

…
…
…
…

	

延
べ
4
、5
6
4
人

那
珂
湊
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー 

…

	

延
べ
8
2
9
人
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水道の復旧および給水活動状況
月　日 復旧状況 給水車による給水活動内容
3月11日 全施設運転停止。応急給水用の水を確保するため、全

配水場からの配水を停止
3月12日 上坪浄水場復電。市毛配水場復電

仮設電源により一部井戸から取水
市内の9中学校を拠点として応急給水開始

3月13日 馬渡配水場復電。仮設電源により一部井戸から取水
上ヶ砂配水場復電

市内の9中学校を拠点として応急給水

3月14日 十三奉行配水場復電。阿字ヶ浦配水場復電
取水口から上坪浄水場への導水管漏水調査

市内の9中学校を拠点として応急給水

3月15日 十三奉行配水場自然流下による試験通水開始
幸町、相金町、八幡町、洞下町の通水を確認

市内の9中学校を拠点として応急給水
勝田一中、佐野中、那珂湊中で応急給水時間を21時ま
で延長

3月16日 阿字ヶ浦配水場配水運転再開
阿字ヶ浦町、和田町、海門町、湊本町、栄町、田中後、
柳が丘（一部）の通水を確認

市内の9中学校を拠点として応急給水
勝田二中、田彦中、大島中で応急給水時間を21時まで
延長

3月17日 馬渡配水場および上ヶ砂配水場県水受水開始
磯崎町、湊泉町、東本町の通水を確認

市内の9中学校を拠点として応急給水
勝田三中、佐野中、那珂湊中で応急給水時間を21時ま
で延長

3月18日 馬渡配水場および上ヶ砂配水場自然流下による試験通
水開始
田宮原、南神敷台で通水を確認

市内の9中学校を拠点として応急給水
勝田一中、田彦中、大島中で応急給水時間を21時まで
延長

3月19日 馬渡配水場配水運転再開
本郷台団地、東中根団地、富士山団地、松戸町、長堀町、
笹野町、三反田、勝倉、枝川、東石川、石川町、表町、
勝田泉町、勝田中央、平磯町、平磯遠原町の通水を確認

市内の9中学校を拠点として応急給水

3月20日 馬渡、向野団地、中根、武田、大平、堀口、枝川の通
水を確認

市内の9中学校を拠点として応急給水
枝川転作推進センター、佐野図書館、津田公民館、
三反田集会所を拠点として応急給水

3月21日 上坪浄水場着水井および高速沈澱池復旧。那珂川取水
再開。上坪浄水場運転再開。市毛配水場配水運転再開。
十三奉行配水場配水運転再開。上ヶ砂配水場配水運転
再開　北神敷台、西赤坂、西十三奉行、烏ヶ台、部田野、
牛久保、殿山町、富士ノ上の通水を確認

市内の9中学校を拠点として応急給水
那珂湊中、枝川転作推進センター、三反田集会所で
非常用給水パックによる応急給水

3月22日 上坪浄水場配水運転再開
足崎、西原、はしかべ、田彦、市毛、津田、さわ野杜、
常葉台、柳が丘（全域）の通水を確認

勝田地区の6中学校を拠点として応急給水
第1ルート（常葉台ふれあいセンター、さわ野杜ふれ
あいセンター、柏野団地集会所）第2ルート（上高場
公園、田彦公民館）で時間給水
上ヶ砂配水場、海門町集会場を拠点として応急給水

3月23日 長砂、高野、佐和、稲田の通水を確認
勝田地区は常陸那珂港区内を除いて通水完了
配水圧力増加に伴い赤水が増加

勝田地区の6中学校を拠点として応急給水
第1・第2ルートで時間給水
枝川転作推進センターから撤収

3月24日 海門町が復旧し市内全域で通水完了 4中学校（勝田一中、勝田三中、田彦中、大島中）を
拠点として応急給水（4中学校以外は非常用給水パッ
クによる応急給水対応）
第1ルート（佐野中、佐野図書館）第2ルート（上高場
公園、さわ野杜ふれあいセンター）で時間給水

3月25日 配水圧力増加に伴う赤水対応のため管洗浄作業および
給水管等の漏水対応を継続

第1・第2ルートと自衛隊3隊による応急給水

3月26日 配水圧力増加に伴う赤水対応のため管洗浄作業および
給水管等の漏水対応を継続

第1ルート（佐野中、佐野図書館）第2ルート（上高場
公園、勝田二中）と自衛隊3隊による応急給水

3月27日 配水圧力増加に伴う赤水対応のため管洗浄作業および
給水管等の漏水対応を継続

第1・第2ルートと自衛隊3隊による応急給水
応急給水活動終了

3月28日 配水圧力増加に伴う赤水対応のため管洗浄作業および
給水管等の漏水対応を継続
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津波漂流ごみの散乱（湊本町地内）

津波漂流ごみの回収・撤去（東本町地内）

津波による浸水（海門町2丁目地内）津波漂流ごみの回収・撤去（湊本町地内）

○
津
波
漂
流
ご
み
の
回
収
・

撤
去

沿
岸
地
域
に
は
、
津
波
が
押
し
寄
せ
、
住

宅
、
店
舗
が
床
上
・
床
下
浸
水
す
る
被
害
が

生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
家
屋
や
水
産
物
量
販

店
の
物
品
、
車
両
等
が
津
波
に
よ
っ
て
流
さ

れ
、
沿
岸
地
域
は
津
波
漂
流
ご
み
が
散
乱
し

た
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
方
々
や
ひ
た
ち
な
か

市
建
設
業
協
同
組
合
の
協
力
を
得
て
、
津
波

漂
流
ご
み
の
回
収
・
撤
去
を
行
い
ま
し
た
。
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搬入されたがれき

災害ごみ回収場所（後野運動ひろば駐車場）

二次災害を防ぐため危険の張り紙がされた塀

○
仮
置
場
で
の
災
害
ご
み

の
回
収
・
処
理

市
は
、
震
災
で
破
損
し
ご
み
と
な
っ
た
瓦

や
ブ
ロ
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス
、
家
具
な
ど
の
回
収
・

処
分
の
た
め
、
平
成
23
年
3
月
17
日
か
ら
27

日
ま
で
、「
津
田
運
動
ひ
ろ
ば
」「
佐
野
運
動

ひ
ろ
ば
」「
後
野
運
動
ひ
ろ
ば
」「
那
珂
湊
清

掃
セ
ン
タ
ー
」
の
4
カ
所
に
災
害
ご
み
受
入

れ
所
（
仮
置
場
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

回
収
し
た
災
害
ご
み
は
、
総
計
2
5
、3
5
3

ト
ン
に
及
び
、
可
燃
物
・
不
燃
物
・
資
源
物

に
分
別
し
処
理
を
し
ま
し
た
。

○
倒
れ
か
け
て
い
る
塀
の

撤
去

余
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ

る
二
次
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
ひ
た
ち
な

か
市
造
園
事
業
協
同
組
合
と
ひ
た
ち
な
か
市

造
園
業
協
会
の
協
力
を
得
て
、
平
成
23
年
3

月
16
日
か
ら
4
月
20
日
ま
で
、
道
路
に
面
し

設
置
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
で
、
倒
れ
か
け

て
い
る
も
の
を
対
象
と
し
て
撤
去
し
ま
し
た
。

撤
去
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
件
数
は
、

2
8
5
件
と
な
り
ま
し
た
。
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災害派遣医療チームDMAT

仮設トイレの設置（市役所）

○
休
日
夜
間
診
療
所
の
臨
時
開
設

市
民
の
け
が
や
病
気
に
対
応
す
る
た
め
、
通
常
は
休
日

夜
間
の
み
開
設
す
る
休
日
夜
間
診
療
所
を
、
ひ
た
ち
な
か

市
医
師
会
の
協
力
を
得
て
平
日
お
よ
び
休
日
の
日
中
に
も

開
設
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
3
月
12
日
か
ら
23
日
（
3
月

14
日
か
ら
16
日
は
未
開
設
）
ま
で
の
間
で
5
0
4
人
が
受

診
し
ま
し
た
。

○
ト
イ
レ
対
策

断
水
の
た
め
、
水
洗
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
時
、
仮
設
ト
イ
レ
の
確
保
は
、
非
常
に
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
市
は
、
平
成
23
年
3
月
12
日
に
47

基
を
確
保
（
そ
の
後
、
22
基
を
追
加
）
し
、
避
難
所
と
し

て
開
設
し
た
一
部
の
小
・
中
学
校
や
公
民
館
、
市
役
所
な

ど
の
25
施
設
に
配
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
便
袋
に
つ
い
て
は
、
震
災
直
後
、
避
難
所
に
配

布
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
3
月
15
日
に
他
市
町
村
か
ら
の

救
援
を
受
け
て
、
通
水
が
遅
れ
て
い
る
勝
田
地
区
の
指
定

避
難
所
お
よ
び
自
治
会
集
会
所
に
簡
易
ト
イ
レ
お
よ
び
便

袋
を
配
布
し
ま
し
た
。

簡易トイレおよび便袋の配布
【配布先】
勝田地区の指定避難所…………44施設
勝田地区の自治会集会所………42施設

【配布数】
簡易トイレ……………………… 500個
便袋………………………… 24,300枚

休日夜間診療所の受診件数� （単位：人）

平成23年 外科 内科 小児科 計

3月12日（土） 	 	（夜2） 	 	（夜0） 	 	（夜4） 	 	（夜6）

3月13日（日） 	 15	（夜5） 	 21	（夜9） 	 55	（夜25） 	 91	（夜39）

3月17日（木） 	 3 	 11 	 7 	 21

3月18日（金） 	 4 	 10 	 8 	 22

3月19日（土） 	 3	（夜5） 	 7	（夜13） 	 1	（夜10） 	 11	（夜28）

3月20日（日） 	 15	（夜4） 	 55	（夜14） 	 39	（夜23） 	109	（夜41）

3月21日（月） 	 13	（夜6） 	 37	（夜12） 	 34	（夜20） 	 84	（夜38）

3月22日（火） 	 3 	 3 	 3 	 9

3月23日（水） 	 0 	 3 	 2 	 5

合計 56（夜22） 147（夜48） 149（夜82） 352（夜152）

※3月14日～ 16日は、未開設

○
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

活
動

平
成
23
年
3
月
12
日
か
ら
17
日
ま
で
、
日
本
赤
十
字
社

か
ら
派
遣
さ
れ
た
山
梨
県
お
よ
び
鳥
取
県
の
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
が
、
避
難
所
で
け
が
人
や
病
人
へ
の

応
急
処
置
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
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消防本部通信指令室

火災・救急状況件数� （単位：件、人）

平成23年 火災
件数

救助
件数

出動
件数

搬送
人員

搬送内訳

火災 自然
災害

一般
負傷 急病 交通 転院

搬送 その他

3月11日（金） 1 41 32 14 2 13 1 2

3月12日（土） 1 1 48 38 1 4 3 26 3 1

3月13日（日） 3 39 34 1 6 24 2 1

3月14日（月） 1 40 33 5 24 4

3月15日（火） 30 26 2 6 15 2 1

3月16日（水） 23 21 17 1 2 1

3月17日（木） 1 21 19 13 5 1

合計 6 2 242 203 2 20 22 132 18 4 5

避難所からの救急搬送

平成23年 搬送人員

3月11日（金） 2人

3月12日（土） 15人

3月13日（日） 6人

3月14日（月） 2人

3月15日（火） 3人

3月16日（水） 1人

3月17日（木） 0人

平成23年3月11日から3月17日までの救急搬送件数� （単位：人）

搬送先の病院 搬送人員 搬送先の病院 搬送人員

日立製作所ひたちなか総合病院 128 四方医院 1

浦川会勝田病院 13 ひたちなか母と子の病院 1

水戸赤十字病院 11 栗田病院 1

尚仁会クリニック 6 斉藤病院 1

水戸医療センター 5 湯原病院 1

斉藤内科 5 青木病院 1

水戸済生会総合病院 4 茨城県周産期センター 1

茨城県立こども病院 4 筑波メディカルセンター病院 1

恵愛小林クリニック 3 脳神経外科聖麗メモリアル病院 1

水戸ブレインハートセンター 3 大洗海岸病院 1

茨城東病院 3 茨城県立中央病院 1

アイビークリニック 2 東海村立東海病院 1

青柳病院 2 水戸中央病院 1

中山病院 1 搬送人員合計 203
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被災した家屋 被災した家屋

１階の駐車場が圧壊した店舗 宅地内の亀裂

被災建築物応急危険度判定の結果
構　造 木　造 鉄骨造 鉄筋コンクリート造 合　計

判　定 異常無 注意 危険 異常無 注意 危険 異常無 注意 危険 件数 異常無 注意 危険

公
共
施
設

学校関係 6 3 0 14 14 11 45 31 11 135 65 48 22

保 育 園 5 4 1 4 5 1 7 1 0 28 16 10 2

公共施設 1 2 0 11 2 0 34 8 9 67 46 12 9

合計 12 9 1 29 21 12 86 40 20 230 127 70 33

民 間 住 宅 441 267 94 81 37 17 19 12 8 976 541 316 119

合計 453 276 95 110 58 29 105 52 28 1,206 668 386 152

○
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度

判
定
の
実
施

地
震
に
よ
り
、
市
内
の
建
築
物
が
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
市
は
、
平
成
23
年
3
月
13
日

か
ら
４
月
１
日
ま
で
、
学
校
等
の
公
共
施
設
、

住
宅
等
の
民
間
建
築
物
の
応
急
危
険
度
判
定

を
実
施
し
ま
し
た
。
判
定
件
数
1
、2
0
6
件
。

○
被
災
宅
地
危
険
度
判
定
の

実
施

地
震
で
宅
地
に
亀
裂
や
地
盤
沈
下
な
ど
が

生
じ
た
宅
地
を
対
象
に
、
二
次
災
害
を
軽
減
・

防
止
す
る
た
め
、
被
災
宅
地
危
険
度
判
定
を

行
い
ま
し
た
。

判
定
件
数 

…
…
…	

80
件

危
険 

…
…
…
…	

21
件

注
意 

…
…
…
…	

33
件

異
常
無
し 

…
…	

26
件

○
被
災
者
向
け
住
宅
の
提
供

地
震
や
津
波
に
よ
り
家
屋
に
被
害
を
受
け

居
住
す
る
こ
と
が
困
難
な
被
災
者
を
対
象
と

し
て
、
平
成
23
年
3
月
24
日
か
ら
4
月
1
日

ま
で
、
仮
設
住
宅
と
し
て
、
市
営
住
宅
や
民
間

住
宅
の
入
居
の
あ
っ
旋
を
行
い
、
市
営
住
宅
に

6
世
帯
、
民
間
住
宅
に
48
世
帯
、
計
54
世
帯

が
入
居
し
ま
し
た
。
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茨城県から福島県に派遣した緊急消防援助隊

津波により浸水した海門町地内

津波被害を受けた店舗（東本町地内）

○
津
波
浸
水
地
域
の
消
毒
作
業

沿
岸
地
域
で
は
、
津
波
の
襲
来
を
受
け
床
上
・

床
下
浸
水
す
る
被
害
が
生
じ
、
砂
や
ゴ
ミ
な
ど
が

堆
積
し
ま
し
た
。

市
は
、
浸
水
し
た
地
区
を
対
象
に
、
平
成
23
年

3
月
23
日
か
ら
4
月
6
日
ま
で
の
期
間
、
消
毒
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
消
毒
件
数
4
1
6
件
。

○
消
防
職
員
の
福
島
県
へ
の

活
動
支
援
派
遣

市
は
、総
務
省
消
防
庁
長
官
の
指
示
に
よ
り
「
茨

城
県
緊
急
消
防
援
助
隊
」
と
し
て
、
平
成
23
年
3

月
25
日
か
ら
4
月
10
日
ま
で
の
期
間
、
福
島
県
の

災
害
救
助
や
救
急
搬
送
な
ど
の
任
務
に
当
た
る
た

め
、
消
防
職
員
（
第
1
～
4
陣
、
計
23
人
）
を
派

遣
し
ま
し
た
。

当
時
、
福
島
県
に
は
、
他
県
か
ら
も
消
防
職
員

が
派
遣
さ
れ
、
連
携
の
も
と
福
島
県
の
支
援
に
当

た
り
ま
し
た
。

津波浸水地域の消毒実施状況
地域名 消毒件数

海門町1丁目 96件

海門町2丁目 120件

湊 本 町 83件

東 本 町 20件

和田町1丁目 22件

和田町2丁目 13件

和田町3丁目 10件

平 磯 町 52件

合計 416件
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ひたちなか海浜鉄道湊線代行バスの運行

ひたちなか海浜鉄道湊線全線運転再開記念式典（那珂湊駅）　平成23年7月30日

○
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道

湊
線
の
運
転
再
開

ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
湊
線
は
、
大
地
震
と

そ
の
後
の
断
続
的
な
余
震
に
よ
り
、
全
線
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
運
休
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
は
、
復
旧
の
め
ど
も
立
た
な
い
状

況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
通
勤
・
通
学
の
交
通

手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
3
月
19
日
か
ら
運
行

再
開
の
前
日
ま
で
の
期
間
、
代
行
バ
ス
を
運
行

し
ま
し
た
。

市
は
、
震
災
か
ら
１
カ

月
後
の
４
月
14
日
の
臨

時
市
議
会
で
、
鉄
道
軌

道
整
備
法
に
基
づ
く
湊

線
支
援
の
予
算
を
可
決

し
、「
必
ず
復
旧
さ
せ
る
」

と
い
う
姿
勢
を
明
確
に

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国

や
県
に
対
し
て
、
補
助
率

の
引
上
げ
等
の
要
望
を

ね
ば
り
強
く
行
い
ま
し

た
。
最
終
的
に
、
通
常
の

災
害
復
旧
補
助
よ
り
高

い
補
助
率
が
設
定
さ
れ

た
国
の
新
災
害
復
旧
制

度
に
基
づ
く
地
方
協
調

補
助
を
含
め
た
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
当
面
の

運
営
資
金
と
し
て
無
利

子
の
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
湊
線
の
復
旧
工
事
は

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
6
月
25
日
に

は
、
那
珂
湊
・
中
根
駅
間
で
、
7
月
3
日
に
は

勝
田
・
平
磯
駅
間
で
運
転
が
再
開
さ
れ
、
震
災

か
ら
1
3
4
日
目
と
な
る
7
月
23
日
、
全
区

間
の
運
行
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
7
月
30
日
に

は
、
1
、3
0
0
人
も
の
方
々
が
来
場
し
、「
全

線
復
旧
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
が
那
珂
湊
駅
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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災害復旧支援で派遣された自治体職員

○
他
自
治
体
か
ら
の

人
的
支
援

震
災
で
市
内
の
道
路
や
下
水
道
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
災
害
復
旧
に
係
る
業
務
は
膨
大
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

市
は
、
道
路
・
下
水
道
の
一
日
も
早

い
復
旧
を
図
る
た
め
、
職
員
の
庁
内
流

動
体
制
を
と
る
と
と
も
に
、
市
の
派
遣

要
請
に
呼
応
し
た
県
内
外
の
5
つ
の
自

治
体
か
ら
18
名
の
職
員
の
派
遣
を
受
け

ま
し
た
。

本市の復旧のため派遣された方々

派遣元 氏名 派遣期間 市配属部署

栃木県那須塩原市
※姉妹都市

田中和広さん
大武宗一さん

高野　茂さん
斉藤哲也さん

木村雅幸さん
大貫寿典さん
藤原広光さん
相馬福光さん

平成23年	 6月	 1日から	 6月	15日
	 6月	 1日から	 6月	15日
および	10月	 1日から	10月	31日

	 6月	16日から	 6月	30日
	 6月	16日から	 6月	30日
および	10月	 1日から	10月	31日

	 9月	 1日から	 9月	30日
	 9月	 1日から	 9月	30日
	 11月	 1日から	11月	30日
	 11月	 1日から	11月	30日

建設部道路建設課

静岡県富士市
※災害時相互応援協定締結都市

室伏正一さん
古郡　恒さん
平山智彦さん
土屋公則さん

平成23年	 6月	 1日から	 6月	30日
	 6月	 1日から	 6月	30日
	 7月	 1日から	 7月	31日
	 7月	 1日から	 7月	31日

建設部道路建設課

茨城県古河市
※災害時相互応援協定締結都市

服部真也さん
須見隆史さん
高橋文夫さん
鈴木佳文さん

平成23年	 6月	 1日から	 7月	 3日
	 7月	 4日から	 9月	 4日
	 9月	 5日から	10月	16日
	 10月	17日から	11月	30日

建設部下水道課

神奈川県茅ヶ崎市
※災害時相互応援協定締結都市

嶋津宗嘉さん 平成23年	 6月	 1日から	11月	30日 建設部下水道課

新潟県小千谷市
※	市が平成16年の中越地震で職員を災害
派遣した自治体

小林　仁さん 平成23年	 6月	 1日から
平成24年	 5月	31日　　

建設部下水道課
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水道施設の復旧作業（上坪浄水場）運転を再開したひたちなか海浜鉄道湊線

主な施設の復旧状況

区分 主要施設 復旧時期

鉄道 ひたちなか海浜鉄道湊線（全区間） 平成23年7月

小学校

外野小学校（体育館） 平成24年7月

津田小学校（体育館） 平成24年8月

平磯小学校（プレハブ校舎の建設） 平成25年2月

磯崎小学校（プレハブ校舎の建設） 平成25年1月

社会福祉施設

しあわせプラザ（ふれあい交流館） 平成23年11月

老人福祉センター高場荘 平成24年10月

老人福祉センター馬渡荘 平成25年3月

公園
東中根第１公園、後谷津緑地等　22施設 平成24年8月

柳が丘第１児童公園、中根第７公園等　5施設 平成25年3月

水産関連施設

漁村センター 平成24年6月

那珂湊漁港内公園 平成25年7月予定

ふれあい釣り公園 平成27年3月予定

那珂湊漁協施設、磯崎漁協施設、水産加工協施設 平成24年3月

文化施設
文化会館（ホール棟） 平成23年12月

ワークプラザ勝田（全館） 平成23年7月

体育施設

市民球場 平成25年2月

陸上競技場 平成25年3月

那珂湊運動公園第一野球場 平成25年3月

松戸体育館 平成23年10月

那珂湊体育館 平成24年11月

勤労青少年ホーム
勝田勤労青少年ホーム 平成23年5月

那珂湊勤労青少年ホーム（体育室以外） 平成23年7月

図書館 中央図書館 平成23年6月

公営企業 ホテルニュー白亜紀 平成23年6月
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東中根向野線の復旧工事（中根地内）

主な幹線道路の復旧状況

路線名 場所 被災延長 復旧時期

市道1－1号線	 （昭和通り線） 馬渡地内 138.1ｍ 平成24年8月

市道1－2号線	 （東中根高場線） 高場地内 577.8ｍ 平成24年11月

市道1－7号線	 （勝田停車場佐和線） 西大島2丁目地内ほか5カ所 1,490.9ｍ 平成25年3月

市道1－8号線	 （西中根田彦線） 田彦地内ほか2カ所 1,314.5ｍ 平成25年3月

市道1－10号線	（東中根向野線） 中根地内 131.8ｍ 平成24年12月

市道1－14号線	（金上田彦線） 西大島2丁目地内ほか１カ所 263.0ｍ 平成24年11月

市道1－15号線	（勝田停車場勝倉線） 武田地内ほか１カ所 582.5ｍ 平成24年3月

市道湊1－1号線	（那珂湊海岸線） 和田町3丁目地内 324.0ｍ 平成24年7月

市道湊1－2号線	（那珂湊環状線） 海門町1丁目地内ほか2カ所 1,098.7ｍ 平成25年度内

市道湊1－6号線	（阿字ヶ浦海岸線） 阿字ヶ浦町地内 700.2ｍ 平成25年3月

市道2－11号線	（田彦大島線） 田彦地内 562.0ｍ 平成25年1月
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ひたちなか海浜鉄道湊線全線復旧記念イベント
（那珂湊駅　平成23年7月30日）

運転を再開したスマイルあおぞらバス

コミュニティバス「スマイルあおぞらバス」の運行再開

コース 通常運転開始までの運行状況 通常運行開始日

西コース
3月13日から15日は、津田循環運行
3月15日から筑波台アパート停留所を除き運行

3月24日（木）

北コース 3月14日は、勝田駅～佐和駅間運行 3月15日（火）

東コース
3月13日は、外野方面のみ運行
3月14日は、道路状況等により一部迂回運行

3月17日（木）

循環コース

3月14日は、勝田駅～足崎～ジョイフル本田間を往復運行
3月15、16日は、金上～勝田病院～柴田アパート～東中根団地～中根小方面迂回運行
3月17日から19日は、中丸川周辺迂回、ジョイフル本田（ファッションクルーズ駐車場閉鎖）
駐車場を迂回運行

3月20日（日）

那珂湊コース
3月15日から22日までは、魚市場方面および小林クリニック～相金北間の一部を休止して運行
3月23日から27日までは、魚市場方面を除き運行

3月28日（月）

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ス
マ
イ
ル

あ
お
ぞ
ら
バ
ス
」
の
運
行
再
開

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ス
マ
イ
ル
あ
お
ぞ
ら
バ
ス
」
は
、
地

震
発
生
直
後
、
市
内
全
域
が
停
電
と
な
り
信
号
機
が
機
能
し
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
5
つ
の
全
て
の
ル
ー
ト
で
運
行
を
停
止
し

ま
し
た
。

信
号
機
能
復
旧
後
、
道
路
の
安
全
を
確
認
し
、
順
次
運
行
を

再
開
し
ま
し
た
。

ひたちなか海浜鉄道湊線の復旧
東日本大震災災害復旧支援（湊鉄道線災害復旧事業費補助）

事業箇所 事業費

金上～中根間　溜池崩落復旧 132,860,000円

平磯～磯崎間　洞門トンネル再建 47,123,780円

（その他内訳）
那珂湊～殿山間法面復旧
平磯～磯崎間法面復旧
日工前～阿字ヶ浦間各駅ホーム復旧
勝田～阿字ヶ浦間軌道復旧
踏切・トラフ復旧、レール研磨

6,450,000円
41,370,000円
5,500,000円
40,003,761円
11,632,250円

事業費合計 284,939,791円

（補助金額）
市105,007,269円　国114,793,485円　県65,139,036円

33●第 2編　ひたちなか市の災害対応



JR常磐線の運行状況

3月11日（金） 地震発生により運休（武田地内で線路敷の盛土変形、線路の湾曲）

3月18日（金） 土浦～上野駅間運転開始（40％の運行）特急運行なし

3月28日（月） ＪＲ運転計画（発表）
・土浦～勝田駅間3月31日始発より運転再開予定。当分の間普通列車のみ、通常の５割運行。
・勝田～高萩駅間4月9日頃運転再開予定

3月31日（木） 土浦～勝田駅間運転再開（普通列車の運行）

4月1日（金） ＪＲ運転計画（発表）
・	上野～勝田駅間、普通列車のみ。上野～土浦駅間は60％程度、土浦～勝田駅間は50％程度の運転本数
で速度を落とし運行。特急列車は、当分の間、運転取りやめ。

・勝田～高萩駅間、4月9日頃に運転再開の見込み。

4月4日（月） ＪＲ運転計画（発表）
・上野～勝田駅間4月7日から平常運行
・勝田～高萩駅間4月7日運転再開
・特急列車：上野～高萩駅間４月中旬一部運転再開予定

4月7日（木） 勝田～高萩駅間運転再開（普通列車の運行）

路線バスの運行状況

3月11日（金） 地震により運休

3月14日（月） 【運休路線】大野・那珂湊・平磯線全線、那珂湊・三反田・勝田線全線、水戸・大洗・那珂湊線全線

3月15日（火） 【海浜公園方面】1時間に1本運行	 【勝田～水戸】6割運行　　【東海方面】運休
【足崎東中根方面】通常の半分運行	 【那珂湊～大洗～水戸】通常通り（時間遅れあり）
・高速バスと県庁シャトルバスを除く全路線バスで運賃上限200円に設定。（3/15 ～ 3/21）

3月16日（水） 常磐道三郷ＩＣ～水戸ＩＣ間通行開始、高速バス運行開始

3月17日（木） 路線バス土日ダイヤで運行

3月18日（金） 【水戸方面】土日祝日ダイヤで運行
【那珂湊駅～平磯】運休	 【那珂湊駅～勝田駅】通常ダイヤ運行

3月20日（日） 東水戸道路全線（ひたちなかＩＣ～水戸南ＩＣ）午前11時に通行止め解除

3月21日（月） 常磐道水戸ＩＣ～いわき中央ＩＣ開通（高速道路：当面50km/時の速度規制）
【高速バス】勝田営業所～東京駅：直通便のみ運行、成田・羽田行き：運休

3月22日（火） 【水戸方面】通常ダイヤ運行	 【那珂湊営業所】通常ダイヤ運行
【緊急支援バス】水戸駅南口～日立駅中央口線、勝田駅西口～日立駅中央口線、水戸駅北口～勝田駅西
口～佐和駅～東海駅西口～大甕駅線　運行開始

3月23日（水） 【水戸方面】通常ダイヤ運行	 【那珂湊営業所】通常ダイヤ運行

3月24日（木） 【臨時便運行】
水戸駅～笠松運動公園、水戸駅～勝田駅、那珂湊駅～大洗～水戸駅～茨大前、那珂湊～平磯中下

3月25日（金） ＪＲ運休が続いている地域の学生の通学対策として、4月6日の始業式までにバス路線の開設・増強予定
を発表
【常磐線】水戸～日立・大甕、勝田～日立　　【水戸線】笠間市内　　【水郡線】常陸太田線を含む全線

4月6日（水） 運休・迂回路線を除き、全営業所で通常ダイヤ運行
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ボーイスカウトひたちなか第一団からの義援金の寄付

○
災
害
義
援
金
・
寄
付
金

等
の
支
援

市
内
外
の
皆
様
方
か
ら
、
東
日
本
大
震
災

に
係
る
災
害
義
援
金
や
寄
付
金
、
見
舞
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

災害義援金・寄付金等の支援� （平成25年2月15日現在）

項目 件数 金額 用途

義 援 金 496件 79,682,737円 災害義援金配分委員会において金額を決定し、
被災者へ配分

寄 付 金 48件 14,548,729円 復旧・復興事業に充当

災害見舞金 27件 22,110,221円 復旧・復興事業に充当

災害支援金 7件 161,559,304円 復旧・復興事業に充当

復興支援金 2件 2,200,000円 復旧・復興事業に充当

合計 580件 280,100,991円

［１］日本赤十字社・共同募金会による配分額� （単位：円）

被害程度 支給額
（１次配分）

支給額
（２次配分）	

支給額
（２次配分の２）	

支給額
（２次配分の３）

支給額
（２次配分の４）

支給額
（２次配分の５）

支給額
（２次配分の６）

支給額
（２次配分の7） 合計

死 亡 350,000 560,000 75,808 60,000 40,000 8,000 25,000 14,000 1,132,808

全 壊 350,000 560,000 75,808 60,000 40,000 8,000 25,000 14,000 1,132,808

大規模半壊・半壊 180,000 280,000 37,904 30,000 20,000 4,000 12,500 7,000 571,404
※平成24年11月28日現在

災害義援金の配分対象者

人的被害 平成23年3月11日に市内に居住していた方で、震災により亡くなった方
申請期限 平成24年３月31日まで

建物被害 市の発行するり災証明書において「半壊」以上の判定を受けた住家に平成
23年3月11日に居住していた世帯主

［２］日本政府による配分額（単位：円）
被害程度 支給額

死 亡 10,000

全 壊 10,000

大規模半壊・半壊 5,000

［３］茨城県による配分額（単位：円）
被害程度 支給額

死 亡 150,000

全 壊 150,000

大規模半壊・半壊 70,000

［４］ひたちなか市による配分額（単位：円）
被害程度 支給額

死 亡 200,000

全 壊 150,000

大規模半壊・半壊 70,000

35●第 2編　ひたちなか市の災害対応


